
●
シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
町
の
文
化
財<

90>
 

 広
島
県
重
要
文
化
財 

太
鼓 

昭
和
41
年
４
月
28
日
指
定 

 

大
き
さ
径
55

cm
、
高
さ
56
㎝
の
太
鼓
で
す
。
胴
内
に
多
く
の
墨
書
が

あ
り
「
文
明
拾
八
年
（
一
四
八
六
）
八
月
吉
日 

九
左
衛
門
」
、「
天
正
十

年
（
一
五
八
二
）」
そ
の
他
の
墨
書
銘
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

太
鼓
の
作
り
方
が
珍
し
く
、
自
然
木
を
刳 く

り
ぬ
い
た
ま
ま
で
胴
の
張
り

出
し
少
な
く
、
両
側
の
皮
は
細
い
皮
紐
で
引
き
締
め
て
い
ま
す
。
内
側
に

は
三
方
か
ら
鉄
の
輪
つ
な
ぎ
が
あ
り
、
何
ら
か
の
音
響
効
果
を
ね
ら
っ
た

「
楽
太
鼓
」
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

※
大
田
庄
歴
史
館
に
寄
託
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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広
島
県
天
然
記
念
物 

宇
津
戸
領
家
八
幡
神
社
社 し

ゃ

叢 そ
う 

昭
和
46
年
４
月
30
日
指
定 

 
 
 

 

中
世
海
裹
庄

う
づ
と
の
し
ょ
う

の
領
家
方
の
氏
神
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
延
慶
年
間
（
一

三
〇
八
～
一
三
一
一
）
に
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
領
家
八
幡
神
社
の
社
叢
に

は
、
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ
と
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
（
い
ず
れ
も
ブ
ナ
科
の
常
緑
広
葉

樹
で
樫
の
仲
間
）
が
混
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
部
分
は
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ

で
す
が
、
一
部
に
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
が
群
生
し
て
い
ま
す
。
※
ド
ン
グ
リ
ス

ポ
ッ
ト
し
て
も
有
名 

こ
れ
ら
の
カ
シ
類
の
中
に
は
胸
高
幹
囲
２
～
３
ｍ
に
及
ぶ
巨
樹
も
多
数

み
ら
れ
ま
す
。
気
温
が
低
い
地
域
に
気
温
が
高
い
気
候
を
好
む
植
物
が
大

き
く
育
っ
て
い
る
と
い
う
例
と
し
て
、
広
島
県
天
然
記
念
物
に
指
定
を
受

け
ま
し
た
。 

以
前
台
風
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が 

今
な
お
良
好
な
自
然
状
態
が
保
た
れ
て 

い
ま
す
。
こ
の
社
叢
中
に
は
カ
シ
類
の 

ほ
か
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
ネ
ジ
キ
そ
の 

他
多
様
な
樹
木
類
が
み
ら
れ
、
信
仰
の 

対
象
と
し
て
古
く
か
ら
保
護
さ
れ
て
き 

た
社
叢
と
し
て
、
今
後
の
継
続
的
な
保 

護
が
望
ま
れ
ま
す
。 

な
お
、
神
社
の
す
ぐ
下
を
「
石
見
銀 

山
街
道
」(

町
道
宮
側
線)

が
東
西
方
向 

に
走
っ
て
い
ま
す
。 

 

▲太鼓 

 

▼胴内の墨書銘 


